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＜中村まさ子の活動日誌（抄）＞
10月	1日	 枝川都民基金会議
	 11日	 子ども被災者支援法議連集会、復興庁交渉
	 12日	 膠原病友の会
	 13日	 緑の党東京連絡会
	 14日	 子どもクリスマス会相談会
	 18日	 キルトクラブうさうさ
	 21日	 奨学資金貸付審査会
	 22日	 23区民自治の会
	 23日	 最終本会議
	 25日	 町会自治会長区政懇談会
	 26日	 平沢計七殉難90周年記念の午後、脱原発1000万人
	 	 署名
	 28日	 フェミニスト議員連盟世話人会
	 29日	 区政勉強会
	 30日	 都環境局に六価クロム問題申し入れ
	 31日	 映画「SAYAMA」上映会
11月	2日～3日	 福島スタディーツアー
	 4日	 枝川都民基金会議
	 5日	 フェミ議セミナー「戦時下における女性の人権」
	 6日	 沖縄東部集会の宣伝行動
	 10日	 緑の党東京連絡会会議
	 12日	 原発事故被害者の救済を求める国会請願行動
	 14日	 東京東部11・14沖縄学習会
	 16日	 介護保障を考える市民の会
	 17日	 緑の党東京東部意見交換会、下町ユニオン総会
	 19日	 子どもクリスマス会相談会
	 21日	「STOP！秘密保護法」集会
	 22日	 キルトクラブうさうさ
	 26日～12月13日	 第4回区議会定例会
	 30日	 映画とマッコリの集い
12月	1日	 大島小中PTAバレーボール大会、
	 	 集会「民主主義社会に秘密保護法はいらない」
	 3日	 大島議員団と自治会連合会の懇談会
	 4日	 秘密保護法反対の国会包囲行動
	 6日	 秘密保護法廃案へ！大集会、その後国会前に
	 7日	 脱原発1000万人署名
	 8日	 福島避難者子どもクリスマス会
	 9日	 23区民自治の会
	 10日	 今中哲二講演会
	 14日	 市民の声・江東区政報告会、望年会
	 	15日	 下町ユニオン忘年会
	 	17日	 区政勉強会
	 	19日	 支援法議連幹事会
	 	20日	 原発事故被害者の救済を求める全国運動
	 	 実行委員会
	 	21日	 枝川都民基金会議
	 	22日	 社会運動と緑の党の関係について意見交換会
	 26日	 都知事選相談会、沖縄東部集会会議

子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

福
島
か
ら
の
避
難
者
の
皆
さ
ん
の

た
め
の
「
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
３
回
目

に
な
り
ま
す
。
会
場
の
潮
見
教
会
に

参
加
し
た
方
は
80
人
ほ
ど
。
音
楽
会

の
あ
と
は
、
芋
煮
や
ケ
ー
キ
、
子
ど

も
た
ち
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
、

ひ
と
時
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
か
と

思
い
ま
す
。

避
難
者
の
悩
み
や
不
安
は
軽
く
な

る
ど
こ
ろ
か
、
深
ま
る
一
方
の
よ
う

に
思
い
ま
す
。
世
間
の
関
心
が
薄
れ

て
い
く
な
か
、
私
た
ち
は
ま
す
ま
す

避
難
者
の
声
に
耳
を
す
ま
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
暴
走
を

止
め
る
一
年
に

一
昨
年
の
暮
れ
に
安
倍
政
権
が
誕

生
し
て
か
ら
日
本
の
社
会
は
大
き
く

方
向
を
捻
じ
曲
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

国
民
の
多
数
が
支
持
す
る
脱
原
発

を
無
視
し
、
原
発
再
稼
働
ば
か
り
か

原
発
輸
出
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た

「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援

法
」
は
放
置
さ
れ
、
大
き
な
批
判
を

受
け
て
や
っ
と
閣
議
決
定
し
た
支
援

法
の
「
基
本
計
画
」
は
被
災
者
の
生

活
再
建
や
健
康
問
題
に
役
に
立
た
ず
、

関
係
者
に
怒
り
と
失
望
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
一
部
は
大
き
な

利
益
を
手
に
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
格
差
と
貧
困
は
解
消
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
年
末
に
成
立
し
た
「
国

土
強
靭
化
法
」
は
防
災
・
減
災
に
名

を
借
り
た
、
既
得
権
益
シ
ス
テ
ム
を

さ
ら
に
補
強
す
る
法
律
で
す
。
安
倍

首
相
の
地
元
で
は
す
で
に
大
型
公
共

事
業
が
計
画
さ
れ
、
多
額
の
税
金
が

ば
ら
ま
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

12
月
６
日
に
「
特
定
秘
密
保
護

法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
非
常
に
多

く
の
市
民
、
学
者
、
作
家
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
反

対
を
踏
み
に
じ
り
強
行
採
決
。
表
現

や
報
道
の
自
由
が
失
わ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
憲
法
違
反
の
法
律
で
す
。
国

際
的
に
も
懸
念
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

石
破
茂
自
民
党
幹
事
長
は
特
定
秘
密

保
護
法
に
反
対
す
る
デ
モ
の
人
々
を

「
テ
ロ
リ
ス
ト
」と
表
現
し
ま
し
た
が
、

政
府
を
批
判
す
る
人
は
許
さ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
夏
に
は
麻
生
太
郎

副
総
理
が
「
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は

ナ
チ
ス
の
手
口
を
学
ん
だ
ら
い
い
」

と
言
っ
て
の
け
ま
し
た
。
憲
法
改
正

を
悲
願
と
す
る
安
倍
政
権
の
体
質
を

示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
誰
は
ば
か
る
こ
と
な
く
国
家

主
義
的
な
言
動
を
と
り
、
国
内
外
か

ら
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
権
1
周

年
の
年
末
、
首
相
は
突
然
靖
国
神
社

に
参
拝
。
こ
れ
に
は
中
国
・
韓
国
の

強
い
批
判
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ

も
「
失
望
し
た
」、
ロ
シ
ア
や
Ｅ
Ｕ
、

イ
ギ
リ
ス
は
安
倍
政
権
の
右
傾
化
を

指
摘
し
て
「
近
隣
諸
国
と
の
関
係
が

さ
ら
に
悪
く
な
る
」
と
評
し
ま
し
た
。

視
野
の
狭
い
、
国
益
を
損
な
う
行
動

で
す
。

今
年
は
こ
ん
な
安
倍
政
権
を
替
え

て
い
き
た
い
。
国
民
主
権
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義
を
揺
る
が

ぬ
も
の
と
す
る
政
治
を
実
現
し
て
い

き
た
い
。
若
い
人
・
子
ど
も
た
ち
が

将
来
に
不
安
を
抱
か
な
く
て
も
す
む

社
会
に
す
る
た
め
に
1
年
間
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
　
　
　
中
村
ま
さ
子

12
月
８
日
　

子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

（上）11月行われた葛飾
区議会議員選挙で、無所
属のみずま雪絵さん（29
歳）の応援に行きました。
見事！　当選です

（下）12月４日　特定秘密保護法に反
対するヒューマンチェーンで国会をと
り囲んだ

勉強会ボランティアスタッフ募集！
毎週水曜日の夜、江東中学生勉強会を開いていま
す。今年で4年目になりました。家庭の事情などで
塾や家庭教師を利用していない中学生の学習相手を
していただける方を、新年度に向けて募集中です。
新年度は５月の連休明けから。大学生も大歓迎です。
また、江東中学生勉強会で学習したい中学生の保
護者もご相談ください。

詳しくは　
メール：usausa@js5.so-net.ne.jp
電話：090-2161-1963（中村）
までお問い合わせください。

2月9日は都知事選挙！
今度こそクリーンで、
リーダーシップのある人を
私たちの知事にしよう。
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市
民
の
声
・
江
東

区
政
報
告
会
＆
「
望
年
会
」

●
12
月
6
日
（
土
）
午
後
６
時
～
７
時

●
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー　
第
１
和
室

●
無
料　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

終
了
後
７
時
か
ら
同
じ
場
所
で
「
望
年
会
」
を
行

い
ま
す
。
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

沖
縄
を
踏
み
に
じ
る
安
倍

政
権11

月
16
日
に
沖
縄
県
知
事
選
挙
の

投
開
票
が
行
わ
れ
る
。
現
在
の
仲
井

真
知
事
は
作
年
12
月
、
ア
メ
リ
カ
軍

普
天
間
基
地
の
辺
野
古
へ
の
移
設
に

関
し
て
、
国
の
埋
め
立
て
申
請
を
承

認
し
た
。
仲
井
真
知
事
の
公
約
「
普

天
間
基
地
の
県
外
移
設
」
を
信
じ
、

そ
し
て
裏
切
ら
れ
た
沖
縄
県
民
の
怒

り
と
失
望
は
大
き
か
っ
た
。

今
年
１
月
に
は
、
辺
野
古
の
あ
る

名
護
市
の
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

自
民
党
石
破
幹
事
長
が
沖
縄
に
入

り
、
基
地
受
け
入
れ
と
引
き
換
え
に

５
０
０
億
円
の
名
護
振
興
基
金
を
用

意
す
る
と
応
援
演
説
し
た
。し
か
し
、

結
果
は
埋
め
立
て
に
反
対
す
る
現
職

の
稲
嶺
進
氏
が
当
選
。
基
金
の
話
は

な
し
と
な
っ
た
。
札
束
を
積
め
ば
人

心
が
買
え
る
、
と
考
え
て
い
る
安
倍

政
権
の
醜
さ
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

金
に
物
言
わ
せ
る
や
り
方
は
石
原
伸

晃
環
境
相
も
同
類
だ
っ
た
。

こ
の
選
挙
で
は
元
県
議
会
議
長
や

一
部
企
業
が
表
だ
っ
て
稲
嶺
氏
を
応

援
、
公
明
党
は
自
主
投
票
を
決
め
て

い
た
。
沖
縄
振
興
策
へ
の
不
信
、
移

設
を
ご
り
押
し
す
る
安
倍
政
権
へ
の

反
発
が
、
見
せ
か
け
の
振
興
策
を
退

け
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

２
０
１
３
年
１
月
に
は
沖
縄
県
の

す
べ
て
の
市
町
村
議
会
議
長
た
ち
が

東
京
に
来
て
、
辺
野
古
移
設
反
対
と

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
を
訴
え
た

が
、
国
は
無
視
を
し
た
。
国
に
何
を

言
っ
て
も
通
じ
な
い
、
と
い
う
悔
し

さ
と
失
望
感
は
推
察
す
る
に
余
り
あ

る
。沖

縄
の
新
聞
に
よ
れ
ば
「
辺
野
古

建
設
中
止
」
支
持
の
世
論
は
80
％
を

超
え
る
と
い
う
。

し
か
し
国
は
８
月
か
ら
海
上
の

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
開
始
し
、
海
上

保
安
庁
は
反
対
す
る
住
民
を
力
ず
く

で
排
除
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
は
沖

縄
の
意
思
と
尊
厳
を
こ
と
ご
と
く
ね

じ
伏
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。「
辺
野

古
移
設
の
是
非
は
県
知
事
選
の
明
白

な
争
点
で
あ
る
。
日
本
は
民
主
主
義

国
家
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
か
。

沖
縄
は
そ
れ
を
厳
し
く
問
い
続
け

る
。」（
琉
球
新
報
８
月
26
日
）

東
京
の
下
町
で
は
１
９
９
５
年
の

米
兵
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
を
き
っ

か
け
に
「
沖
縄
の
闘
い
に
連
帯
す
る

東
京
東
部
集
会
実
行
委
員
会
」
が
立

ち
上
が
っ
た
。
以
来
20
年
近
く
、
住

民
、
労
働
組
合
、
議
員
な
ど
が
江
東

区
内
や
近
隣
で
沖
縄
問
題
に
つ
い
て

の
学
習
会
や
集
会
・
デ
モ
、
現
地
行

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
沖
縄
へ
の
新
た
な
基
地
建
設
に
反

対
し
、
平
和
と
人
権
、
環
境
保
護
の

た
め
に
闘
う
沖
縄
の
人
た
ち
を
支
援

し
、
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
。　
　

中
村
ま
さ
子　



１
　
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
に
つ
い
て

（
共
通
番
号
制
度
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
と
も
い
い
ま
す
）

来
年
の
10
月
か
ら
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
国
民
に

12
ケ
タ
の
番
号
を
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
、
ゆ
く
ゆ
く
は

民
間
サ
ー
ビ
ス
に
も
利
用
す
る
計
画

で
す
。
政
府
は
「
所
得
の
情
報
を
的

確
に
把
握
す
る
た
め
に
必
要
。
一
方

で
個
人
情
報
を
国
家
管
理
す
る
こ
と

へ
の
懸
念
が
あ
る
」と
し
て
い
ま
す
。

問
題
点
は
何
か
、
自
治
体
側
は
準
備

が
進
ん
で
い
る
の
か
、
財
源
は
、
な

ど
質
問
し
ま
し
た
。

中
村 

住
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

区 

メ
リ
ッ
ト
は
行
政
手
続
き
で

添
付
書
類
が
削
減
で
き
る
こ
と
、
自
己

情
報
を
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
個
人
情

報
の
流
失
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
。

中
村 

全
額
国
庫
負
担
と
さ
れ
て

い
る
住
基
シ
ス
テ
ム
改
修
費
や
統
合
宛

名
シ
ス
テ
ム
整
備
費
の
自
治
体
負
担
は

あ
る
か
。

（2014年 9月25日〜10月 23日）
市民の声・江東　中村まさ子

2014 年第 3 回
江東区議会定例会

区 

一
部
自
治
体
負
担
が
生
じ
て

い
る
。
23
区
で
は
国
に
対
し
所
要
経
費

の
全
額
負
担
を
求
め
て
い
る
。

中
村 

11
年
前
に
始
ま
っ
た
住
基

ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
。
公
共
事
業
と
し
て

は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
区

の
導
入
経
費
や
住
基
カ
ー
ド
の
普
及
状

況
、
費
用
対
効
果
へ
の
評
価
を
問
う
。

区 

導
入
経
費
は
３
年
間
で

１
億
３
千
万
円
。
維
持
経
費
は
年
間

２
千
万
円
。
住
基
カ
ー
ド
の
有
効
枚
数

は
３
万
７
千
枚
で
、
人
口
の
７・６
％

が
所
持
。
多
額
の
経
費
に
比
し
て
住
基

カ
ー
ド
の
普
及
率
が
一
桁
で
、
費
用
対

効
果
の
点
で
は
課
題
を
残
し
た
。

中
村 

ア
メ
リ
カ
で
は
社
会
保
障

番
号
が
盗
ま
れ
、
知
ら
な
い
う
ち
に

巨
額
の
借
金
を
背
負
わ
さ
れ
る
と
い
う

「
な
り
す
ま
し
犯
罪
」
が
横
行
し
て
い

る
。
韓
国
で
も
銀
行
口
座
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ど
の
個
人
情
報
が
1
億
件

以
上
流
失
し
た
。
江
東
区
の
個
人
情
報

漏
え
い
防
止
対
策
は
。

区 

制
度
面
で
は
番
号
法
に
よ
る

罰
則
強
化
、
個
人
情
報
保
護
評
価
の
実

施
、
シ
ス
テ
ム
面
で
も
個
人
情
報
の
分

散
管
理
や
通
信
の
暗
号
化
等
の
対
策
を

と
る
。

２
　
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度

　

来
年
度
か
ら
保
育
園
、
幼
稚
園

そ
の
他
の
保
育
・
教
育
制
度
が
新

制
度
に
移
行
す
る
。
こ
れ
は
介
護

保
険
法
や
障
害
者
自
立
支
援
法
と

同
様
、
自
治
体
責
任
の
福
祉
か
ら

市
場
原
理
に
基
づ
く
福
祉
へ
転
換

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

中
村 

現
在
の
江
東
区
は
国
基
準

に
上
乗
せ
し
た
保
育
条
件
で
運
営
し

て
い
る
が
、
新
制
度
で
は
保
育
士
の

配
置
基
準
、
保
育
室
の
面
積
な
ど
の

基
準
を
維
持
、
あ
る
い
は
向
上
さ
せ

る
の
か
。

区 

保
育
の
質
を
確
保
す
る
た

め
、
適
切
な
基
準
を
検
討
す
る
。

中
村 

区
内
に
65
か
所
あ
る
「
認

証
保
育
所
」
の
新
制
度
へ
の
対
応

は
？区 

８
割
が
移
行
を
希
望
し
て
い

る
。中

村 

保
育
の
必
要
性
の
認
定
に

つ
い
て
は
現
在
と
同
様
か
。

区 

従
来
の
「
保
育
に
欠
け
る
」
要

件
で
あ
っ
た
保
護
者
の
就
労
要
件
に
加

え
、
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
も
加
わ
っ
た
。
障
害

児
に
つ
い
て
も
一
定
の
配
慮
を
す
る
。

保
護
者
の
就
労
時
間
の
下
限
を
80
時

間
か
ら
64
時
間
に
変
更
。（
一
定
の

配
慮
の
詳
細
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
）

中
村 

保
護
者
は
支
給
認
定
を
受

け
て
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
（
認
定

子
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
所
）
等
に

申
込
み
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
障
が
い

の
有
無
、
利
用
者
負
担
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

は
施
設
側
が
入
所
を
拒
む
理
由
に
な
る

か
。
定
員
を
超
え
た
場
合
の
選
考
規
定

は
あ
る
の
か
。

区 

障
が
い
の
有
無
に
つ
い
て
は

従
来
通
り
利
用
調
整
を
行
う
。
ト
ラ
ブ

ル
を
理
由
と
し
た
申
込
み
拒
否
は
で
き

な
い
。
選
考
規
定
は
検
討
中
。

中村まさ子の収支報告
★費用弁償は見直しを求めています。現在別枠で積み立てています。

2014 年 7 月 8 月 9 月 夏期手当

収入 議員報酬 607,000 607,000 607,000 1,368,633
費用弁償 0 3,000 9,000 0

支出

所得税 48,200 48,200 48,200 251,527
住民税 56,200 56,200 56,200 0 
国民健康保険料 81,000 81,000 81,000 0 
共友会 2,000 2,000 2,000 0 
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 600,000 
退職積立金 60,000 60,000 60,000 0 
活動積立金 30,000 30,000 30,000 0 
共に歩む会へ 29,600 29,600 29,600 517,106

　
一
般
質
問

９
月
26
日　

一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。



中
村 

地
域
型
保
育
に
は
小
規
模

保
育
（
定
員
６
人
か
ら
19
人
）、
家
庭

的
保
育
、
家
庭
訪
問
型
保
育
、
事
業
所

内
保
育
が
あ
る
。
現
在
の
保
育
マ
マ
の

位
置
づ
け
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
３

歳
以
上
の
連
携
施
設
は
確
保
で
き
る
の

か
。区 

保
育
マ
マ
は
詳
細
な
見
直
し

が
必
要
。
連
携
施
設
の
確
保
は
困
難
。

中
村 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
の
移
行
の
検
討
状
況
は
。

区 

国
の
補
助
基
準
や
財
政
支
援

策
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
判
断
で

き
な
い
状
況
。

中
村 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
６

年
生
ま
で
対
象
に
な
る
。
来
年
度
７

校
に
江
東
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る

が
、
そ
の
う
ち
２
校
に
は
Ｂ
登
録
（
学

童
ク
ラ
ブ
）
が
な
い
。
区
民
の
需
要
に

応
え
ら
れ
る
の
か
。

区 

Ｂ
登
録
に
つ
い
て
は
近
隣
の

学
童
ク
ラ
ブ
で
対
応
す
る
。
専
用
室
の

確
保
、
支
援
員
の
質
と
量
の
確
保
、
待

遇
に
つ
い
て
は
新
条
例
の
基
準
に
基
づ

い
て
整
備
に
努
め
る
。

３
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策

中
村 

日
本
の
子
ど
も
の
相
対
的

貧
困
率
は
16
・
３
％
（
２
０
１
２
年
）

で
過
去
最
悪
を
示
し
た
。
８
月
末
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
大
綱
が
発
表
さ
れ
た

が
、
新
し
い
取
り
組
み
に
乏
し
く
、
内

容
は
不
十
分
な
も
の
だ
っ
た
。
大
綱
に

つ
い
て
区
の
認
識
を
問
う
。

区 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
方
向
を
定
め
た
第
一
歩

で
あ
る
と
認
識
。

中
村 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
大
綱

で
は
学
校
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
た
貧
困
対
策
を
展
開
す
る
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
や
教
職
員
の
理
解

を
深
め
る
取
り
組
み
を
求
め
る
。

区 

教
育
委
員
会
に
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
一
人
配
置
し

て
お
り
、
成
果
を
検
証
の
う
え
検
討
す

る
。
教
員
に
対
す
る
研
修
等
は
工
夫
し

て
い
る
。

中
村 

来
年
施
行
さ
れ
る
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
学
習
支
援

の
取
り
組
み
を
。

区 

す
で
に
生
活
保
護
世
帯
へ
の

高
校
進
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
支
援
、

塾
代
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

法
に
あ
る
学
習
支
援
に
つ
い
て
は
「
自

立
支
援
連
絡
検
討
会
」
を
設
置
し
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。

◆
介
護
保
険
制
度

江
東
区
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
８
か
所
し
か
な
い
。
本
来
な

ら
ば
中
学
校
区
に
１
か
所
、
つ
ま
り

23
か
所
必
要
。
ブ
ラ
ン
チ
と
し
て
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
、
と

区
は
説
明
し
て
き
た
が
人
員
配
置
を

見
る
と
不
十
分
で
は
な
い
か
。

ま
た
地
域
の
高
齢
者
人
口
が
片

寄
っ
て
い
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
に

バ
ラ
ン
ス
を
欠
か
な
い
よ
う
要
請
。

医
療
と
の
連
携
も
十
分
と
は
い
え
な

い
。
保
健
師
の
活
用
、
地
域
ケ
ア
会

議
等
へ
の
医
師
の
参
加
を
求
め
た
。

来
年
か
ら
制
度
が
変
わ
り
、
要
支

援
の
軽
い
人
た
ち
の
な
か
に
は
保
険

制
度
を
使
え
な
く
な
る
人
が
出
て
く

る
。
保
険
料
は
等
し
く
徴
収
さ
れ
る

の
だ
か
ら
、
保
険
者
で
あ
る
江
東
区

は
利
用
者
の
権
利
を
保
障
す
べ
き

だ
。

２０１４年第3回定例会
■主な議案の審議結果（全26本中）  ★私・中村まさ子の賛否は「市民」の欄を見てください。

件名（他の議案は区議会だよりをご覧ください） 自 公 共 50 民 市
民

他
無
所

属
5
名

議案のポイント

2013 年度決算 一般会計、国民健康保険会計、介
護保険会計、後期高齢者医療会計 ○ ○ × ○ ○ × ○

保育園の指定管理の指定  〇 〇 × ○ ○ × ○ 継続４園、新規１園

自転車駐車場の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 自転車駐車場計 30 施設を２社に

枝川在支、高齢者在宅サービスセンターの指定管理者変更 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ あそか会からから奉優会に

工事の契約案件、契約変更（９件） ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 設計労務単価の改定に伴うもの７件

私立保育所施設整備資金融資条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 融資対象を一部拡大

か
し
、
２
０
１
１
年
で
す
で
に

21
％
増
加
し
て
し
ま
っ
た
！　

そ

の
理
由
と
し
て
人
口
及
び
ビ
ル
が

増
加
し
た
こ
と
、
火
力
発
電
に

よ
っ
て
電
力
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数

が
上
昇
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
れ
が
原
発
を
稼
働
さ
せ
る

理
由
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
電

力
５
社
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
買
い
取
り
制
度
を
見
直
す
と
し

た
が
、
全
部
買
い
取
る
と
需
要
を

上
回
る
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り

原
発
が
な
く
て
も
電
力
は
余
っ
て

い
る
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
少
な
い
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

７
月
26
日　

市
民
の
声
・
江
東
の
区

政
報
告
会
で
宇
都
宮
健
児
さ
ん
と

　
決
算
委
員
会

区
民
環
境

委
員
会

環
境
基
本
計
画
で

は
２
０
０
５
年
に
比

べ
て
２
０
１
４
年
に

は
Ｃ
Ｏ
２
を
10
％
削

減
す
る
と
い
う
目
標

を
立
て
て
い
た
。
し

■意見書　以下の 4 本の意
見書を可決しました。

・固定資産税及び都市計画
税の軽減措置の継続を求
める意見書

・地方財源の拡充に関する
意見書

・「危険ドラッグ」根絶に
向けた取り組みの更なる
強化を求める意見書

・子どもの貧困対策に関す
る意見書



中村まさ子の活動日誌（抄）
7 月
	 1 日	 ひまわり苑視察
	 2 日	 市民と行政の協議会
	 	「エネルギー問題に取り組む」
	 	 福島原発震災情報連絡センター幹事会
	 3 日	 市民の声・江東会議
	 6 日	 枝川朝鮮学校支援都民基金会議
	 7 日	 区政勉強会
	11 日	 区教組定期大会
	12 日	 講演会
	 	「食の安全と給食について考える」
	 	 共に歩む会定例会議
		14 日	 共通番号制議員ネットワーク会議
		15 日	 5 大	小改築ワークショップ
	16 日	 沖縄の闘いと連帯する東京東部集会
	24 日	 キルトクラブうさうさ
	26 日	 市民の声・江東区政報告会
	27 日	 下町ユニオン総会、コリアフェスタ
	31 日	 大飯原発差し止め訴訟判決学習会
8月
	 4 日		全国フェミニスト議員連盟世話人会
	 8 日	 全国政策研究会 in 千	葉
	 9 日	 緑の党政策フォーラム、
	 	 共に歩む会定例会議
	10 日	 選挙講座
	21 日	 子ども被災者支援法推進自治体議連幹事会
	 	 福島みずほ政治スクール
	23 日	 脱原発 1000万	人署名
	24 日	 福島子ども健康相談会
	25 日	 キルトクラブうさうさ、
	 	 脱原発 1000万	人署名会議
	26 日	 特別区議会議員講演会
	28 日	 港湾問題都区協議会、
	 	 23 区民自治の会
	29 日	 反住基ネット全国交流会
	31 日	 枝川朝鮮学校支援都民基金会議
9月	
	 5 日		江東区優良従業員表彰式
	 6 日	 関東大震災での中国人虐殺追悼式
	 7 日	 枝川朝鮮学校支援都民基金会議
	 8 日	 区政勉強会
	13 日	 共に歩む会定例会議
	16 日	 IT 活用学習会
	17 日	 5 大小改築ワークショップ
	19 日	 福島子ども避難者クリスマス会会議
	20 日	 脱原発 1000万	人署名
	23 日	 さようなら原発全国集会＆大行進
	25 日～ 10月 23日	 区議会定例会
	26 日	 共に歩む会定例会議
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＜中村まさ子の活動日誌（抄）＞
10月	1日	 枝川都民基金会議
	 11日	 子ども被災者支援法議連集会、復興庁交渉
	 12日	 膠原病友の会
	 13日	 緑の党東京連絡会
	 14日	 子どもクリスマス会相談会
	 18日	 キルトクラブうさうさ
	 21日	 奨学資金貸付審査会
	 22日	 23区民自治の会
	 23日	 最終本会議
	 25日	 町会自治会長区政懇談会
	 26日	 平沢計七殉難90周年記念の午後、脱原発1000万人
	 	 署名
	 28日	 フェミニスト議員連盟世話人会
	 29日	 区政勉強会
	 30日	 都環境局に六価クロム問題申し入れ
	 31日	 映画「SAYAMA」上映会
11月	2日～3日	 福島スタディーツアー
	 4日	 枝川都民基金会議
	 5日	 フェミ議セミナー「戦時下における女性の人権」
	 6日	 沖縄東部集会の宣伝行動
	 10日	 緑の党東京連絡会会議
	 12日	 原発事故被害者の救済を求める国会請願行動
	 14日	 東京東部11・14沖縄学習会
	 16日	 介護保障を考える市民の会
	 17日	 緑の党東京東部意見交換会、下町ユニオン総会
	 19日	 子どもクリスマス会相談会
	 21日	「STOP！秘密保護法」集会
	 22日	 キルトクラブうさうさ
	 26日～12月13日	 第4回区議会定例会
	 30日	 映画とマッコリの集い
12月	1日	 大島小中PTAバレーボール大会、
	 	 集会「民主主義社会に秘密保護法はいらない」
	 3日	 大島議員団と自治会連合会の懇談会
	 4日	 秘密保護法反対の国会包囲行動
	 6日	 秘密保護法廃案へ！大集会、その後国会前に
	 7日	 脱原発1000万人署名
	 8日	 福島避難者子どもクリスマス会
	 9日	 23区民自治の会
	 10日	 今中哲二講演会
	 14日	 市民の声・江東区政報告会、望年会
	 	15日	 下町ユニオン忘年会
	 	17日	 区政勉強会
	 	19日	 支援法議連幹事会
	 	20日	 原発事故被害者の救済を求める全国運動
	 	 実行委員会
	 	21日	 枝川都民基金会議
	 	22日	 社会運動と緑の党の関係について意見交換会
	 26日	 都知事選相談会、沖縄東部集会会議

子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

福
島
か
ら
の
避
難
者
の
皆
さ
ん
の

た
め
の
「
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
３
回
目

に
な
り
ま
す
。
会
場
の
潮
見
教
会
に

参
加
し
た
方
は
80
人
ほ
ど
。
音
楽
会

の
あ
と
は
、
芋
煮
や
ケ
ー
キ
、
子
ど

も
た
ち
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
、

ひ
と
時
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
か
と

思
い
ま
す
。

避
難
者
の
悩
み
や
不
安
は
軽
く
な

る
ど
こ
ろ
か
、
深
ま
る
一
方
の
よ
う

に
思
い
ま
す
。
世
間
の
関
心
が
薄
れ

て
い
く
な
か
、
私
た
ち
は
ま
す
ま
す

避
難
者
の
声
に
耳
を
す
ま
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
暴
走
を

止
め
る
一
年
に

一
昨
年
の
暮
れ
に
安
倍
政
権
が
誕

生
し
て
か
ら
日
本
の
社
会
は
大
き
く

方
向
を
捻
じ
曲
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

国
民
の
多
数
が
支
持
す
る
脱
原
発

を
無
視
し
、
原
発
再
稼
働
ば
か
り
か

原
発
輸
出
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た

「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援

法
」
は
放
置
さ
れ
、
大
き
な
批
判
を

受
け
て
や
っ
と
閣
議
決
定
し
た
支
援

法
の
「
基
本
計
画
」
は
被
災
者
の
生

活
再
建
や
健
康
問
題
に
役
に
立
た
ず
、

関
係
者
に
怒
り
と
失
望
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
一
部
は
大
き
な

利
益
を
手
に
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
格
差
と
貧
困
は
解
消
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
年
末
に
成
立
し
た
「
国

土
強
靭
化
法
」
は
防
災
・
減
災
に
名

を
借
り
た
、
既
得
権
益
シ
ス
テ
ム
を

さ
ら
に
補
強
す
る
法
律
で
す
。
安
倍

首
相
の
地
元
で
は
す
で
に
大
型
公
共

事
業
が
計
画
さ
れ
、
多
額
の
税
金
が

ば
ら
ま
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

12
月
６
日
に
「
特
定
秘
密
保
護

法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
非
常
に
多

く
の
市
民
、
学
者
、
作
家
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
反

対
を
踏
み
に
じ
り
強
行
採
決
。
表
現

や
報
道
の
自
由
が
失
わ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
憲
法
違
反
の
法
律
で
す
。
国

際
的
に
も
懸
念
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

石
破
茂
自
民
党
幹
事
長
は
特
定
秘
密

保
護
法
に
反
対
す
る
デ
モ
の
人
々
を

「
テ
ロ
リ
ス
ト
」と
表
現
し
ま
し
た
が
、

政
府
を
批
判
す
る
人
は
許
さ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
夏
に
は
麻
生
太
郎

副
総
理
が
「
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は

ナ
チ
ス
の
手
口
を
学
ん
だ
ら
い
い
」

と
言
っ
て
の
け
ま
し
た
。
憲
法
改
正

を
悲
願
と
す
る
安
倍
政
権
の
体
質
を

示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
誰
は
ば
か
る
こ
と
な
く
国
家

主
義
的
な
言
動
を
と
り
、
国
内
外
か

ら
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
権
1
周

年
の
年
末
、
首
相
は
突
然
靖
国
神
社

に
参
拝
。
こ
れ
に
は
中
国
・
韓
国
の

強
い
批
判
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ

も
「
失
望
し
た
」、
ロ
シ
ア
や
Ｅ
Ｕ
、

イ
ギ
リ
ス
は
安
倍
政
権
の
右
傾
化
を

指
摘
し
て
「
近
隣
諸
国
と
の
関
係
が

さ
ら
に
悪
く
な
る
」
と
評
し
ま
し
た
。

視
野
の
狭
い
、
国
益
を
損
な
う
行
動

で
す
。

今
年
は
こ
ん
な
安
倍
政
権
を
替
え

て
い
き
た
い
。
国
民
主
権
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義
を
揺
る
が

ぬ
も
の
と
す
る
政
治
を
実
現
し
て
い

き
た
い
。
若
い
人
・
子
ど
も
た
ち
が

将
来
に
不
安
を
抱
か
な
く
て
も
す
む

社
会
に
す
る
た
め
に
1
年
間
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
　
　
　
中
村
ま
さ
子

12
月
８
日
　

子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

（上）11月行われた葛飾
区議会議員選挙で、無所
属のみずま雪絵さん（29
歳）の応援に行きました。
見事！　当選です

（下）12月４日　特定秘密保護法に反
対するヒューマンチェーンで国会をと
り囲んだ

勉強会ボランティアスタッフ募集！
毎週水曜日の夜、江東中学生勉強会を開いていま
す。今年で4年目になりました。家庭の事情などで
塾や家庭教師を利用していない中学生の学習相手を
していただける方を、新年度に向けて募集中です。
新年度は５月の連休明けから。大学生も大歓迎です。
また、江東中学生勉強会で学習したい中学生の保
護者もご相談ください。

詳しくは　
メール：usausa@js5.so-net.ne.jp
電話：090-2161-1963（中村）
までお問い合わせください。

2月9日は都知事選挙！
今度こそクリーンで、
リーダーシップのある人を
私たちの知事にしよう。
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９
月
23
日

さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
＆
大
行
進

「
望
年
会
」
の
ご
案
内

12
月
６
日
「
区
政
報
告
会
」
終
了
後
、

午
後
７
時
～
８
時
半
ま
で
「
望
年
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費　

大
人
１
５
０
０
円

参
加
ご
希
望
の
方
は
下
記
フ
ァ
ッ
ク

ス
か
メ
ー
ル
で
、
12
月
１
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
名
前
と

連
絡
先
も
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

FAX（３６３６）１０３３
mail   usausa@js5.so-net.ne.jp

代
々
木
公
園
が
デ
ン
グ
熱
の
た
め
使
用
で
き
ず
、
会

場
が
亀
戸
公
園
に
変
わ
っ
た
。「
市
民
の
声
・
江
東
」
の

旗
を
掲
げ
て
大
行
進
に
出
発
す
る
と
こ
ろ
。
参
加
者
は

１
万
６
千
人
で
し
た
。


